
 

冬の陽射し 

 
冬の陽射し明るく伸びた 
掃き出し窓の桟のところから 
ロッキングチェアのわずかなきしみ 
浅い眠りを覚ます 
 
今しがた耳のそばで 
踊っていた妖精 
親指ほどの体くねらせ 
イタズラな仕草で笑う 
 
優しい穏やかな光受けて 
幸せなときが流れる 
 
 
子供が幼い頃は短い 
あの頃の面影どこに行ったんだろう 
通り過ぎた思い出みつけ 
ふと懐かしくなる 
 
今しがた目の前から 
消えていった妖精 
鉛筆ほどの箒にまたがり 
光のなかへ遠ざかる 
 
優しい穏やかな光受けて 
寂しさちょっぴり感じる 
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